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エボニック、社外パートナーとの共同研究開発を強化 
 
 
• ECRP は、優れた科学者とのネットワークを構築する新しいアプローチ。 
• 2013 年のスタートは大成功：現在 3 つのパートナーシップ契約を交渉中。 

 
 6 月中旬、エボニック インダストリーズは、Evonik Call for Research Proposal 

（ECRP）と題し、さまざまな大学および研究機関の優れた科学者に対して、3 つの課

題を提示してその解決のアイデアを募集する取り組みを開始しました。 

このプログラムの応募の締め切りは本年 11 月 30 日です。この新しいアプローチに

より独創的なアイディアの提案を集め、最終的に共同研究プロジェクトにつなげていき

たいと考えています。 

 
 エボニックのチーフイノベーションオフィサー（CIO）であるピーター・ナグラー博士は、

「かつてない程にイノベーションのサイクルが短く、複雑になっている状況に対応すべく、

社外パートナーとの共同研究開発の強化を進めています」と述べています。 

 
 スペシャルティケミカル企業であるエボニックは、このアプローチを 2013 年に初め

て実践しました。エボニックのイノベーションネットワーク＆コミュニケーションズのトッ

プであるゲオルグ・ウンブリンク博士は次のように述べています。「初回の ECRP にご

参加いただいた教授の方々からは大変ご好評をいただきました。皆様からこの新しい

アプローチが歓迎され、再び参加したいとの関心を寄せていただきました」。シアン化

水素を原料に使用しないメチオニンの合成法に関する 3 つの提案は非常に優れてい

たため、ヘルス＆ニュートリション部門は提案いただいた教授の方々とパートナーシッ

プを結ぶべく具体的な協業について話し合いを進めています。 

 
 今回の ECRP の募集テーマは、矯味剤に関する新技術（ヘルス＆ニュートリション部

門）、極限状態で断片化した潤滑油添加剤の定量分析手法（コーティングス＆アディテ

ィブズ部門）、バリア性に優れた薄くて透明な層をウエットプロセスで作る技術（クレア

ビス：戦略的イノベーション部門）の 3 つです。大学および研究機関に所属する研究

者で興味のある方は、提案申請書及び参加規則を e-メールでご請求いただけます。 

（eメールアドレス ： ECRP@evonik.com） 
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写真：今回のECRPの３つの募集テーマの１つ：矯味剤に関する新技術 

 
 
エボニック インダストリーズについて 
ドイツのクリエイティブな産業グループであるエボニックは、スペシャルティケミカルの世界的リーダーです。

私たちの活動はヘルス・ニュートリション、エネルギー効率化、グローバリゼーションといった世界のメガトレ

ンドに集中しており、企業の有益な成長と企業価値の増大は私たちが目指す戦略の大事な根幹となります。

エボニックは革新的なプロセスと統合的な技術プラットフォームを強みとしています。 
 
エボニック インダストリーズは世界100ヶ国以上で活動しており、2013年度は33,500人以上の社員を有

し、総売上高は127億ユーロ、EBITDA（金利・税金・償却前利益）は20億ユーロを計上しました。 

 
免責事項 
このプレスリリースに記載されている見通しや期待、または将来の予測に関する記述は、既知または未知

のリスクと不確実性を含む可能性があります。実際の結果や発展は事業環境の変化により異なる場合があ

ります。エボニック インダストリーズ AGはこのリリースに含まれる見通し、期待、記述に関して、更新の義

務を負いません。 

 
（このプレスリリースは2014年6月23日にドイツで発表されたものの翻訳版です） 

 


